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1 型糖尿病の治療法開発

　抗体（異物を自分の体から追い出すための対抗物質）に薬剤を付加することで、標
的細胞に対して強力に治療効果を示すことができる次世代型抗体医薬 Antibody-drug 
conjugate （ADC）により暴走化した免疫細胞の制御を行うことで、画期的な 1 型糖尿病
の治療法を開発します。

　1 型糖尿病は免疫細胞の暴走により自己の膵臓β
細胞を攻撃することが主な原因とされています。こ
の暴走した細胞の目印になるのがインターロイキン
7 受容体（IL-7R ）というタンパク質です。欧米では
IL-7R に対する抗体の臨床応用が進んでいますが、
抗体のみでは効果が弱い可能性や、様々な理由で
抗体が利かなくなることが起こります。そこで私たち
は、IL-7R を標的とした ADC（抗体に薬剤を付加す
ることで、標的細胞に対して強力に治療効果を示す
ことができる次世代型抗体医薬）が 1 型糖尿病の
治療に有効と判断し、IL-7R 標的 ADC の臨床応用
を目指した研究開発を行います。

白血病・悪性リンパ腫のがん化リンパ球に対して、抗 IL-7R 抗体に抗がん剤を付加した ADC が有効で
あることを確認しました。同時に関節リウマチなどの自己免疫疾患モデルでも自己反応性リンパ球の抑制
に効果があることがわかりました。問題は副作用でしたが、抗がん剤の代わりに分子標的剤（特定のタン
パク質のみを治療標的にして、その機能を抑制する薬剤）を使用することで、1 型糖尿病モデルでも副作用
なく効果を示す実験結果を再現性よく得ることができました。
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最近の研究から、“ がん ” と “ 自己免疫疾患 ” はコインの表裏の関係
にあると考えられています。“ がん ” では、免疫細胞のブレーキを解除
して、抗がん作用を増強することが大切でしたが、“ 自己免疫疾患 ” では、
逆に暴走化した免疫細胞のアクセルを止めることが重要な鍵となります。
IL-7R 標的 ADC は暴走化した免疫細胞の制御法として優れた効果を
発揮すると考えています。1 型糖尿病モデルではマウスの IL-7R に対
する抗体を用いていますが、既にヒトの IL-7R に対する抗体も作製して
います。

抗体医薬は、いまだ有効な治療方法がない疾患に対する医療ニーズの
高い疾患の治療薬として数多くの薬剤が臨床応用されています。ADC
は従来型抗体医薬を越えるパワーをもつ有望な次世代型抗体医薬品です。
1 型糖尿病の治療も可能になると期待しています。

新薬の開発には、莫大なコストと長い時間がかかります。一方で、
重要なのは研究初期における理解と支援です。今回、みなさまのご支援
のおかげで本研究を継続することができるようになりました。さらに、
ご期待に沿えるような結果を出していきたいと思います。
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